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４
月
の
異
動
に
よ
り
産
業
部
の
企
業

誘
致
の
所
管
が
市
長
公
室
政
策
企
画
課
と

な
り
、
予
算
も
執
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
予
算
の
査
定
時
に
議
論
は
さ
れ

た
の
か
。

　

重
要
施
策
で
あ
る
移
住
・
定
住
・
婚

活
事
業
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
市
長
公
室
内
に
企
業
立
地
推
進

室
を
設
置
を
し
た
。
予
算
は
、
７
款
商
工

費
だ
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
業
務
を

推
進
す
る
た
め
企
画
業
務
と
の
連
動
性
を

考
え
異
動
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
へ
の
報
告
等
は
し
て
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　

年
度
末
ご
ろ
に
緊
急
的
に
決
定
し
、

措
置
を
し
た
。
最
大
限
の
機
能
を
発
す
る

人
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　　

企
業
の
誘
致
と
立
地
の
所
管
を
あ
え

て
分
け
た
の
は
、

①
何
か
企
業
誘
致
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

②
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　

①
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
国
の
モ

デ
ル
事
業
を
活
用
し
、
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
の

人
脈
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
企
業
誘
致
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

②
同
様
の
取
り
組
み
を
全
国
の
自
治
体
が

進
め
る
中
、
効
率
よ
く
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
動
け
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

い
ち
早
く
情
報
が
届
き
、
チ
ャ
ン
ス
の
と

き
に
決
断
が
早
く
で
き
る
の
が
、
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

産
業
部
で
行
っ
て
い
た
事
業
を
、
人

員
と
予
算
を
そ
の
ま
ま
市
長
公
室
に
移
管

す
る
こ
と
の
是
非
は
ど
う
な
の
か
。

　

人
事
異
動
の
内
示
を
議
員
に
お
知
ら

せ
す
る
と
き
に
、
異
動
の
要
点
の
説
明
を

す
る
な
ど
の
配
慮
が
足
ら
な
か
っ
た
。

 
 

夜
の
観
光
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
水

路
、
四
明
荘
に
ラ
イ
ト
を
設
置
。
ま
た
島

原
城
で
は
、
昨
年
８
月
か
ら
キ
ャ
ッ
ス
ル

モ
ン
ス
タ
ー
、
今
年
２
月
か
ら
は
島
原
城

夜
の
陣
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
産
業
振
興
に
つ
い
て

◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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早
期
完
成
を
期
待
す
る
道
路
だ
が
、

進
捗
状
況
は
。

　
　

出
平
町
―
原
口
大
橋
区
間
は
７
割
の

地
権
者
と
契
約
済
、
三
杉
大
橋
部
分
で
は

目
に
見
え
る
形
で
施
工
が
進
む
。
原
口
大

橋
―
旧
有
明
町
境
区
間
は
用
地
交
渉
に
一

部
着
手
し
た
。
旧
有
明
町
区
間
は
約
９
割

の
方
か
ら
道
路
計
画
の
同
意
を
得
て
お

り
、
適
宜
用
地
交
渉
に
着
手
す
る
。
平
成

30
年
度
の
予
算
は
８
億
１
６
０
０
万
円
。

代
替
地
の
情
報
収
集
等
に
努
め
、
早
期
完

成
に
向
け
県
と
協
力
し
進
め
て
い
る
。

　
　

　
　

完
成
に
向
け
順
調
に
進
ん
で
い
る
の

か
、
市
長
の
感
触
は
。

　
　

大
農
業
地
帯
を
通
る
た
め
、
用
地
交

渉
の
過
程
で
了
解
を
得
る
の
に
時
間
を

要
し
た
が
、
今
は
一
定
の
同
意
を
得
て
い

る
。
今
後
は
目
に
見
え
る
形
で
進
行
す
る

実
感
を
得
て
い
る
。

　
　

　
　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速
し
て

い
る
。
市
の
対
策
は
。

　　
　

島
原
半
島
の
高
校
生
対
象
で
半
島
地

域
企
業
説
明
会
の
実
施
等
、
関
係
団
体
と

一
緒
に
地
域
で
の
就
職
・
就
業
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

外
国
人
労
働
者
の
状
況
は
。

　　
　

本
市
に
住
所
を
置
く
方
は
３
２
６

名
、
そ
の
う
ち
技
能
実
習
が
２
０
９
名
で

約
１
４
０
名
が
農
業
等
に
従
事
さ
れ
て
い

る
。

　　
　

働
く
側
の
外
国
人
労
働
者
と
受
け
入

れ
側
（
農
家
）
が
お
互
い
に
安
心
で
き

る
環
境
の
整
備
を
国
に
お
願
い
し
て
ほ
し

い
。

　
　

国
等
に
訴
え
な
け
れ
ば
地
方
の
労
働

力
不
足
は
解
消
で
き
な
い
。
い
ろ
ん
な
角

度
で
意
見
を
申
し
上
げ
て
い
き
た
い
。

　　
　

今
後
は
外
国
人
労
働
者
が
ふ
え
て
い

く
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
く
る
と
思

う
の
で
、
先
手
を
打
っ
た
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

　　
　

内
部
で
検
討
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

国
や
県
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
ゴ
ミ
に
よ
る
環
境　
　

　

問
題
に
つ
い
て

実践クラブ
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問問
人
手
不
足
、
労
働
力
不
足　

対
策

問問
地
域
高
規
格
道
路
「
島
原

道
路
」

商
工
・
観
光
行
政

問

Q
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島
原
市
部
設
置
条
例
規
則

の
一
部
改
正

A


